
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はじめに 
 
 景観の整備・保全を目的とする我が国で初めての総合的な法律として、景観法

が施行された。景観法は、良好な景観の形成を社会規範として宣言する基本法的

な性格を有しており、その基本理念には、良好な景観の形成を図るための基本的

な考え方が示されている。この法律の趣旨にのっとり、国民一人ひとりが、良好

な景観の形成という意識を持って行動すれば、我が国は魅力ある美しい国となる

であろう。 
 しかしながら、そのための方策が法律で詳細に規定されているものではなく、

景観法が万能のツールということでもない。良好な景観は、地域固有の特性と密

接に関連するものであり、それぞれの地域の状況に応じて、関係者が創意工夫し

連携しつつ、多様な取り組みが行われていくべきものである。一定の「仕組み」

が用意されたが、これらをどう使いこなすかが重要である。景観法の基本理念に

のっとり、同法に基づく制度はもとより、その他都市計画法、建築基準法等の規

制誘導制度、各種の補助事業・交付金・融資制度などを適切に活用し、良好な景

観の形成を推進していくことが望まれる。法律や国が用意した事業制度に限ら

ず、それぞれの地域にふさわしい独自の取り組みを行うことも重要である。 
 景観を構成する要素としては、建築物、工作物、樹木、道路、河川、農地森林

などがあるが、なかでも建築物は、景観形成に大きな影響を与えるものである。

良好な景観は、地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等との調和に

より形成されるものであり、質の高い建築物が周辺と調和しつつ整備・保全され

ることは、良好な景観の形成において極めて重要である。一方、景観形成に係る

地域活動においては、住民の役割が重要であり、その積極的な参加や景観施策へ

の協力に期待するところが大きい。 
 本書は、このような認識のもとに、主に建築士などの建築関係者が良好な景観

の形成に取り組む際に手引として活用いただくことを念頭に置いて作成された

ものである。さらに住民が景観形成に関する理解を深め、地域活動を進める上で

の参考書としても活用いただけるものと考えている。 
 このため、本書ではまちなみ・建築景観を対象範囲とし、景観形成に取り組む

際に参考となる先進的な事例紹介を中心として構成した。また、カラー写真や図

表を多用して、できるだけわかりやすく表現するよう心がけた。なお、本書は景

観法の施行直後である平成１７年１月に刊行されるものであり、この中で取り上

げた事例は、既に景観形成の効果が現れているものなので、これらの事例はいず

れも景観法に基づくものではないが、本書の作成に当たっては、景観法に基づく

制度の活用も念頭において選定したものである。 
 本書が広く建築関係者や住民の方々に活用され、良好な環境形成に向けた個別

の建築物の整備・保全や地域活動の立ち上げ、発展の一助となれば幸いである。
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